
 

 

 

 

世界は誰かの仕事でできている 

校長 中村真理 

 

木々の枯葉が舞う時季となりました。暦の上では、間もなく立冬を迎えます。10月には、

稲、サツマイモなどを収穫する学習を行い、ふれあい推進長様をはじめ、地域の皆様にお

力添えをいただきました。ありがとうございました。 

 

「世界は誰かの仕事でできている」このフレーズを耳にしたことがある方も多いと思い

ます。缶コーヒーの CM で流れていたものです。子どもが父親に問います。「この世界は

誰が作っているの？」父親は、一瞬困った顔をしますが、回りの人たちが「俺だ」と言い

ます。職人や店員、配達業者、道路誘導員、そして父親も「俺だ」と胸を張って言いま

す。子どもは、そんなたくましいお父さんの姿を見て、「いや、僕だ」と言い切るのです。

子どもにとって、自分の仕事に誇りをもつ大人達を身近に感じられるって幸せだな、と思

います。そして、この CM は、ひたむきに働く多くの人々のおかげで私たちの生活が豊か

になるのだということを伝えています。 

 

 教育活動の中に、係活動や当番活動があります。これは、すべての学級で組織され実施

しています。給食当番や日直、掃除等の当番活動は、子ども達の責任感を育てます。係活

動は、子ども達に創意工夫する力をつけます。そして、高学年になると委員会活動が始ま

り、学級で身に付けた力を学校という範囲に広げ、活動します。縦割り活動、通学班の班

長としての役割も高学年が中心になって行います。 

 11 月６日に予定されている運動会は、運動の得意な子ども達だけが活躍する場ではあ

りません。一つの学校行事を成功させるために、たくさんの子ども達が働きます。用具係

として重い道具を運ぶ子、決勝係として正確に順位を選手に伝える子、応援係として運動

会を盛り上げる子、運動会のテーマ板に字を書く子、プログラムの挿絵を描く子･･･。運

動会の成功を支える子ども達の頑張りにも私はエールを送りたい、と思っています。 

 

 大人の仕事に対する誇り、子ども達が学校で気持ちよく働くことに共通しているのは、

「誰かの役に立っている」という喜びです。自分が行動することによって、誰かが笑顔に

なる、そんな体験を子どものうちから積み重ねることが大切だと思うのです。 

 家族の一員として、お子様がお手伝いをする場面があります。どんなに些細な仕事でも

自分の大好きな家族の役に立ったという喜びをもつことができるのは、嬉しいものです。

「お仕事するって楽しいね」この言葉をたくさん聞かせてあげてください。 

加須南小学校は、未来を担う子ども達に自分の仕事に対してやりがいや誇りをもって生

きていく力を育てていきます。 
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1１月の生活目標 

 

 

 

『 体をきたえます。 』 

 

      収穫の秋 

 ふれあい推進長様の協力で、作物の収穫をし

ました。 

５年生は稲刈り鎌を用 

いて、稲を刈り、コンバ 

インで脱穀まで行う貴重 

な体験をしました。 

３年生は、社会科の農 

家の仕事で５年生の手で 

刈る作業やコンバインを 

用いての脱穀の様子を比 

較しながら学ぶことがで 

きました。 

また、１、２年生は大 

きく育ったさつまいもを 

笑顔でたくさん収穫する 

ことができました。 

 

分散型授業公開日 

本年度のみなみっ子発表会は、密を避けるた 

め授業参観を行いました。子ども達の机に向か

って学習に取り組む姿を熱心にご覧になる方、

作業を温かく見守る方な 

ど学習内容によって参観 

の仕方も様々でした。 

その後、雨のため室内 

で避難訓練及び引渡訓練 

を行いました。 

車イスバスケットボール教室 

総合的な学習の時間の福祉の学習で、車イス

バスケットの体験をしま 

した。競技用の車イスを 

見たり、操作の仕方を教 

わったりしました。 

実際に車イスでバスケッ 

トも行いました。 

 

 

 

 

 

 

南小あいさつ運動週間 

あいさつ運動を、２５日（月）～２９

日（金）の一週間実施しました。本年度

は、学校の正門前と校舎内だけでした

が、元気なあいさつを交わすことがで

きました。あいさつさわやか南小とな

りました。 

あ･･･あかるく 

じ･･･じぶんから 

さ･･･さきに 

い･･･いつでも 

 

 

 

 

 

 


